
　平成22年度　～　平成24年度　（３年間）

老朽化した市立病院を現在地周辺で改築することにより、住民にとって快適・安全な医療・療養環境を提供するとともに、まちなかの活性化を図る。

・中心市街地における歩行者通行量の増加
　　【砂川市】平均通行量を3,633人／日（Ｈ22）から4,400人に増加
　　【滝川市】平均通行量を9,301人／日（Ｈ22）から10,000人に増加

事　後　評　価　

○事後評価の実施体制、実施時期

　【砂川市】砂川市中心市街地活性化基本計画のフォローアップとして砂川市で実施 　【砂川市】Ｈ25年5月

  【滝川市】滝川市中心市街地活性化基本計画のフォローアップとして滝川市で実施

  【砂川市】砂川市公式ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ 基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

合計 2,453

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 施設整備 一般 滝川市 直接 滝川市 3

1-C-2 施設整備 一般 滝川市 直接 滝川市 2

合計 98

番号

1-C-1 外構整備と併せて新病院玄関直近にバス待合所を整備（上屋設置)することで、市立病院利用者の利便性の向上を図り、来院者の増加のみならず街なかへの人の流れに繋げる。

1-C-2 正面玄関へと通じる敷地内歩行者用通路のロードヒーティングにより、冬期間の高齢者や障がい者をはじめとする市立病院利用者の安心・安全・快適性の確保を図る。

1-C-3 市立病院周辺から国道12号へと通じる歩道のロードヒーティングにより、冬期間の高齢者や障がい者をはじめとする市立病院利用者の安心・安全・快適性の確保を図り、まちなか回遊に繋げる。

砂川市

事業内容
（延長・面積等）

備考

備考

1-C-3 直接 砂川市

番号 事業者

施設整備 一般 砂川市

1-A-2

砂川市

事後評価の実施体制

番号 事業者

1-A-1 住宅 一般 砂川市 直接

滝川市 直接

市町村名 全体事業費
（百万円）

砂川市中心市街地区 暮らし・にぎわい再生事業

滝川市

事業者

医療施設A=2.45ha
空きビル再生A=0.24ha

Ｃ

要素となる事業名

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
98百万円2,551百万円 2,453百万円 Ｂ

交付対象事業

事後評価の実施時期

公表の方法

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

　【滝川市】Ｈ24年3月

3.9%
効果促進事業費の割合

Ａ

　【滝川市】滝川市公式ホームページ

② 　【滝川市】中心市街地の調査地点５箇所における歩行者通行量の測定 9,301人／日

　【砂川市】中心市街地の調査地点６箇所における歩行者通行量の測定①

（H23）
  10,000人／日

（H24）
   4,400人／日

3,633人／日

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

（H22当初）
当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（地域住宅支援）事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

　にぎわい創出拠点環境整備事業

　砂川市、滝川市

滝川市

市町村名
事業実施期間（年度）

滝川市

一体的に実施することにより期待される効果

住宅 一般

備考

全体事業費
（百万円）

備考

備考

備考

一体的に実施することにより期待される効果

滝川市中心市街地区 暮らし・にぎわい再生事業

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）

93

1,582

滝川市

事業内容

バス待合所設置

平成25年9月12日

871
医療施設A=2.4ha
平面駐車場・緑化施設A=0.7ha

ロードヒーティング整備事業

ロードヒーティング整備事業

市町村名

北２丁目通り歩道ロードヒー
ティング整備

砂川市

歩行者用ロードヒーティング
整備

要素となる事業名

バス待合所整備事業



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年
63 72 63
83 92 82

404 424 615
447 402 387
336 329 299
560 591 551
167 395 594
202 259 276
141 142 148
361 645 738
296 372 254

3,060 3,723 4,007

年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年

Ｈ19 再開発ビル前 1,323 1,249 1,060

Ｈ20 旭専ビル前 483 493 506

Ｈ21 高林デパート前 894 713 708

Ｈ22 衣料北川前 787 863 875

Ｈ23 名店ビル前 824 796 1,020

Ｈ24 北門信用金庫前 982 1,274 1,805

中川かなもの前 1,070 1,355 1,428

北洋銀行前 917 1,139 1,562

1,453 1,453 1,517

568 709 825

合　　計 9,301 10,044 11,306

３．特記事項（今後の方針等）

　街なか通行量（歩行者及び自転車）については、中心市街地区域の５か所を対象地点として、毎年５月に調査
を実施しているが、その推移は、平成６年をピークに年々減少の一途を辿り、平成20年には6,412人まで低下し
た。しかし、平成21年度以降、市立病院改築事業等により、目標値を達成するまでに回復した。
　その背景には、老朽化等により早急な改築又は新築の必要性に対し、「郊外移転ではなく中心市街地である現
在地に建て替えたこと」が要因として大きいが、「隣接する市役所・図書館及び周囲に急増した調剤薬局と連動
し、街なかへの回遊性が生まれたこと」や「商店街ポイントカード事業との連携（医療費の支払がプリペイド
カードで可能）により、商店街への回遊性が向上したこと」などが主に起因し、街なか通行量の増加に繋がった
ものと推察される。事実、市立病院と近接する大通地点では、改築後（23年度）の通行量は、前年度に対し20％
近く上昇し、24年度も増加傾向にある。
　なお、バス待合所整備及び歩道ロードヒーティング整備により、安全性と利便性が格段に向上した結果、冬期
間における来院者数の増加はもちろん、街なか通行量の増加にも大きく寄与している。

（単位）人

歩行者・自転車通行量

調査地点

駅前

　【砂川市】平成23年度における市立病院の外来延患者数は258,934人であり、対前年度比で2,978人の増加、平成24年度の外来延患者数は262,767人となり、対前年度比で
3,833人の増加となっている。このように市立病院改築後においては来院者数が増加しており、病院周辺においては、薬局複合ビルや共同住宅の建設など民間資本の投入が推
進され、国道12号から市立病院までの区間は利便性の向上と環境の整備が図られたことから、まちなか活性化に大きく寄与しているものと考えられる。

　【滝川市】平成23年度における市立病院の外来延患者数は222,677人であり、対前年度比で16,497人の増加、平成24年度の外来延べ患者数は215,698人と対前年度比で6,979
人減少したが、市立病院改築後において来院者数は増加しており、図書館移転事業や賑わい再生ロード事業の相乗効果もあり、街なか活性化に大きく寄与しているものと考
えられる。

9,301

10,044
最終実績値

最終目標値

9,062

旧そば屋前

Ｈ24年

区　分 歩行者数

Ｈ23年

農協前

大通①

大通②

10,000人／日

11,306人／日

7,008

6,412

（最終実績値）

目標値と実績値
に差が出た要因

Ｃ 紅屋前（東１北２）
Ｄ 北洋銀行駐車場前（東１北２）

調査地点

　歩行者通行量の調査地点については、回遊性を高めて活性化を図っていくという観点から、当初現況値（平成
18年10月）では６地点としていた調査地点を中心市街地の区域全体への大幅な増加を検証していく考え方から、
11地点として調査を実施した。なお、当初現況値と同時期の毎年10月に調査を実施することとし、調査日はイベ
ント開催等以外の日とした。
　歩行者通行量にあっては、新病院本館の開院の翌年度である平成23年度から増加を続け、平成24年10月は
4,007人となり、対前年度比284人の増加となった。これは、最終目標値である4,400人には至らなかったもの
の、当初現況値を10％以上上回ることが出来たものである。特に、ＪＲ砂川駅前から市立病院間の２調査地点
（Ｃ、Ｇ）では、共に200人近く増加しているほか、中心市街地に所在する商業施設であるＡコープ新すながわ
前（Ｊ）では、前年より100人近く増加しているところである。
　人口の減少が続いていることや厳しい経済情勢の影響などから、最終目標値には及ばなかったものの、歩行者
通行量が増えていることは、まちなかの賑いを取り戻すとともに、限定的ではあるが中心市街地の活性化が図ら
れたものと考えている。

Ｊ Ａコープ新すながわ前（東１南１）
Ｋ 西川呉服店前（西１南１）

Ｂ 出光ＧＳ前（西１北７）

　　　　　　　調査地点別歩行者通行量

Ⅰ定量的指標に関連する
　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

3,633人
3,060人
3,723人
4,007人
4,400人

当初現況値

指標①
中心市街地の調
査地点６箇所に
おける歩行者通
行量

最終実績値

Ａ ツルハ砂川東店前(東１北７)

4,007人／日

合　　計

Ｅ いわた書店前（西１北２）
Ｆ 旧日の丸看板店前（西２北２）
Ｇ 中央バス待合所前（西２北３）
Ｈ 東正和橋前（東２北１）

4,400人／日

Ｈ22年

Ⅱ定量的指標の達成状況

中心市街地における歩行者通行量

　【砂川市】砂川市立病院が地域の基幹病院としての役割を果たすため、高度専門医療、救急医療などにおける診療体制の拡充や医療施設の更なる充実を図るとともに、医療従事者の確保に努め、安心安全な地域社会づくり
に大きく貢献する病院として発展するよう取り組んでいく。
　また、砂川市では新たに設けた中心市街地活性化協議会において、病院への来訪者をまちなかへ誘導する取り組みを実施し、中心市街地の活性化を図っていくこととしており、本協議会役員の中に市立病院も加わって協議
を進めている。

　【滝川市】滝川市立病院が地域の基幹病院としての役割を果たすため、救急医療及び基礎的医療を担い、医療設備の更なる充実を図るとともに、医療従事者の確保に努め、安心安全な地域社会づくりに大きく貢献する病院
として発展するように取り組んでいく。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状
況
  （必要に応じて記述）

指標②
中心市街地の調
査地点５箇所に
おける歩行者通
行量

目標値と実績値
に差が出た要因

　・【砂川市】ＪＲ砂川駅から市立病院間の回遊性が高まり、中心市街地にある商業施設においても集客数が高まっており、まちなか活性化に寄与している。また、北２丁
目通り（市立病院前の市道）歩道ロードヒーティング事業によって、冬期間における来院者等の安全性と快適性の大幅な向上が図られ、利用者からも好評を得ている。
　
　・【滝川市】市立病院に隣接する商店街、市役所、図書館などと連動し街なかの回遊性に高まりがみられる。また、上屋設置のバス待合所を整備したことにより、市立病
院利用者の利便性の向上が図られ、街なかへの人の流れに繋げることができた。その結果として中心市街地の歩行者通行量が増加した。

11,306

（単位：人）調査地点別歩行者・自転車通行量

鈴蘭

銀座

（単位：人）

最終目標値

Ｉ 石家商店駐車場前（東１北１）



（参考図面）社会資本総合整備計画（地域住宅支援）

計画の名称 　にぎわい創出拠点環境整備事業（砂川市中心市街地区　暮らし・にぎわい再生事業）

計画の期間 　平成22年度　～　平成24年度（３年間） 　砂川市交付対象

※　A  ～ J は、歩行者通行量調査地点

ＪＲ砂川駅 

特別養護老人ホーム福寿園 

市営住宅 

自由通路 

道営住宅 

地域交流センター 

市役所 

公民館 

図書館 

砂川オアシスパーク 

石狩川水系砂川緑地 

石狩川 

北光公園 

ＪＲ函館本線 

国道１２号 

１－Ａ－１ 砂川市中心市街地区 暮らし・にぎわい再生事業 

②空きビル再生事業 ①都市機能 
まちなか立地支援 

中心市街区域 

優良建築物等 
整備事業（Ｈ21） 

１－Ｃ－３ 北２丁目通り 歩道ロードヒーティング事業 

１－Ａ－１ 砂川市中心市街地区 
 暮らし・にぎわい再生事業 

A 

B E 

F G 

C D 
H 

I J 

K 



（参考図面）地域住宅支援

計画の名称 1 にぎわい創出拠点環境整備事業（滝川市地区）

計画の期間 平成22年度　～　平成23年度　（2年間） 滝川市交付対象

ＪＲ滝川駅 

市役所 

Ｎ 

国道３８号 

国道４５１号 

国道12号 

中心市街地区域 

駐車場 

新病院 

市
役
所

 

事業区域イメージ 

緑化施設 

ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ 

バス待合所 

1-A-２ 滝川市中心市街地地区 暮らし・にぎわい再生事業 
(都市機能まちなか立地支援・関連空間整備) 

1-Ｃ-1   バス待合所整備事業 

1-Ｃ-２   ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ整備事業 


